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私立大学の教育水準とその将来
第三報私立大の問題点とその予測
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はじめに
毎年度の秋に発表されている文部省のまとめた学校基
本調査の結果のあらましが， (57. 9. 17)に速報された。
これによれば今春の大学・短大への全国平均の進学率は
36.3%で，昭和50年代に入つての最低であり前年比ム0.6
%の滅となった。進学熱の目安である現役高校生の志願
率も44.4%と 6年関連続の減少で，その聞にム3.3%のダ
ウンがあり，現役進学率も前年比ム0.5%減の30.9%まで
の続落となった。一方教育訓練機関や専修学校への人気
は依然高く9.6%まで進学率を増加するなど進路選択は
多様化しており，父母の家計の苦しさや教育費の高騰，
それに高校側の進路指導の徹底などの要因もあって大学
への進学をあきらめる高校生が漸増して来た。
なお国立大・公立大の合格者も 9人に1人即ち11.1%
がその入学許可を辞退して私立大等へ進路を変へるなど
“大学離れ"や“国公大離れ"がはっきりし，さらに一
層進んで来たものと恩はれる。また最近の58年1月の共
通一次試験に5.4%の2万人近い多数の欠席者があり，大
学離れも深刻になり入試制度の手直しを含めた改革の声
も出始めた。
l 昭和58年進学率は34.6%と予想
これは昭和58年春の国公私立の全大学・全短大の入学
者を595，900人と推定し， 3年前の中学校卒業者の数
1. 723 ，000人で除したもので，現役と浪人を併せた大学短
大の進学率の予想値である。昭和57年の進学率のム0.6%
のダウンに引き続いて，58年はこれまたム1.7%の大幅下
げとなり，35%代も割込んで予想値が34.6%と出てきた。
このダウンの原因はその母数となる 3年前の中学校卒業
者が163.5万人から172.3万人と増加Lたのがその最大原
因となるので，次の昭和59年の進学率は多少戻して35.6
%稜度に落付くものと思はれる。第1表には最近5ヶ年
間の進学率(含浪人〕と現役進学率も合わせて示してあ
る。
表l 進学率の推移
2 定超率1.30倍は実現可能か
最初に結論をのべてみよう。昭和61年までの 4ヶ年で
はまず無理であらう。
第2表には私立大学の入学者数，入学定員，定員超過
率の最近の5ヶ年間の推移を示した。
表2 私立大の定員超過率
昭和57年の私立大の定員超過率は入学定員233，389名
に対し入学者が317，037名と推定されるのでその値は
1.358倍であり，前年比.0.0.021倍の低下になった。この
入学定員は前年比+3，520名の増加であるが，入学者は僅
か28名の増加にと Xまった。
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私立大に限ったことではなし、が入学定員の増加内訳は
(i)私立大の新設， (ii)学部の増設，白i)学科増， (iv)は学科定
員改訂増の四つの場合があるが， uii)uv)項は水増し解消策
て、事実上の入学者の増加にならない場合が多いが，前の
2項は少なくとも定員増の半分以上は入学者増の原因と
なる。
因みに昭和58年度の私立大学定員増は(i)新設大学分で
200名， (i)学訂増設で520名，白i)学科増設分が230名となり，
Gv)科定員増も若干あって最終的には1，600名程度の増加
になるものと推定される。 61年の定超率は1.32倍程度に
落:ち着けば上の部であると思う。
3 私立大(学部)の在学者
第3表のごとく私立大(学部〕の在学者はこぶ4ヶ年連
続の大幅な減少を続け，毎年約 2万人， 4ヶ年で約 8万
人の減少となった。昭和57年は推定で130万人余となっ
た。これで大幅な減少は終りとなり，昭和58年の私立大
は200~500名の増加に転じ，昭和59年は約1 ， 000名程度の
増加となり，其の後もほ工一定の値が続くものと思はれ
る。
4 退学・除籍率
退学・除籍率とは例えば昭和49年4月に入学した者が
8年後の昭和57年3月末になってもなお卒業に至らない
者で死亡除籍やその他の授業料長期未納等で除籍になっ
た者を含む退学者数と昭和49年4月に入学した時の学生
数に対する率である。国立大は第4表に示す様に大体6.1
%程度であまり変化していないが，私立大は昭和54年か
ら国立大の (2.15倍)， (2.16倍)， (2.53倍)， (2.75倍〉
と上昇して昭和57年は終に15.4%となったのは先行き気
懸りの材料である。
表4 退学・除籍率
5 その他の問題点
( i) 就職率
私立大の就職率は国立大・公立大に比して毎年良く，
昭和57年は78.5%にまで達し前年比+0.9%と好調であ
るが，国立大は前年比ム0.7%で69.8%，公立大のそれは
ム0.6%で75.2%にと工まっている。これは私立大が他に
比して就職に力を入れているためであろう。大学全体で
は前年比+0.5%の増加で76.7%までになったのは朗報
の部であろう。
(i) 進学率
私立大の進学率も年々上昇して昭和57年は2.3%に達
した。私立大は大学院@専攻科等への入学が少ないため
国立大の15.2%に比して(十十〕の低い値にあたるの
も私立大の特長の一つで、あらう。
uii) 教員数
この数は国立大・公立大・私立大とも年々増加し続け
上昇している。沼和57年は筆者の推定で国立大は49，849
名，公立大は5，963名，私立大は51，565人となり全体では
107，000名余となっている。
私立大はこぶ数年学部学生数が大幅に減少しているの
に逆に教員数は増加したため，教員 1人当りの学生数が
こ1，.3ヶ年 (27.2人， 26.2人， 25.3人〕と少なくなって
来ているが，国立大の (7.4人， 7.4人， 7.4人〕に比して
極めて多く，その倍率も (3.7倍， 3.5倍， 3.4倍〕になっ
ている。私立大は大学院の学生数が少ないため，事実上
は私立大は国立大の3.3倍位になっている。
制占有率
私立大の全大学に占める割合は学部@大学院，専攻科
等を含めての値で73.7%と最近5ヶ年聞にム2.7%の減
少となった。国立大は逆に23.4%と十2.6%の増加となっ
た。公立大は大体定員も学生数も余り変化はない。
(v) 残留率
卒業した高校と同ーの都道府県の大学に入学した割合
である。
昭和57年は国立大44.9%，公立大47.7%，私立大36.8
%で全大学に対しては38.8%であり，大学も少しずつ地
方の時代に進み十0.6%上昇した。この値が私立大が一番
悪いのは大都市に歴史の古い大企模の私立大学が集中し
ているためである。
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